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　国際ロータリー第 2570 地区の皆様、こんにちは。
　酷暑の続く 8月を迎えるにあたり、各クラブにおかれましては、新年度のスタートか
ら 1ヶ月が経過し、新たな計画の実行に向けて力強い一歩を踏み出されていることと存
じます。日頃からの地域社会への貢献と、ロータリー活動への深いご理解・ご協力に、心
より敬意と感謝を申し上げます。
​　さて、8月はロータリーの特別月間「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。
　今年度、オラインカ・ハキーム・ババロラ RI 会長は「持続可能なインパクトを生み出
そう（Create Lasting Impact）」というテーマを掲げられました。そして私は、このテー
マを 2570 地区で具現化するための道標として、『ロータリー活動に誇りを！』という地
区方針を示させていただきました。
​　私たちが地域社会、そして世界に対して「持続可能なインパクト」をもたらし続ける
ために、今最も必要とされているもの。それこそが、同じ志を持って共に行動する「仲間」
であり、その仲間を惹きつけるための私たちの「誇り」にほかなりません。

​　「誇り」が新たな仲間を呼び寄せる
​　　なぜ、今「会員増強」なのでしょうか。それは単にクラブの数字を維持するためで
はありません。私たちが長年培ってきた奉仕の精神、親睦の輪、そして地域課題を解決
する力を、次の世代へ確実につなぎ、より大きな変化を社会に生み出すためです。
​　私たちが世界のロータリアンと接する時、その漲る活力に圧倒されます。彼らが活き活
きとしている最大の理由は、日々の小さな奉仕から大きなプロジェクトに至るまで、自
分たちの活動に確固たる「誇り」を持っているからです。
​　皆様にお尋ねします。私たちは、自分たちのクラブの活動を、地域の友人やビジネスパー
トナーに「誇り」を持って語れているでしょうか。
　会員増強の第一歩は、大規模な勧誘キャンペーンを行うことだけでなく、私たち一人ひ
とりがロータリーの価値を再認識し、それを周囲に「魅せる」ことから始まります。楽
しそうに、そして真摯に社会へ貢献している私たちの姿こそが、最高の会員勧誘ツール
となるのです。
​　「この人たちと一緒に活動してみたい」「この集まりなら、自分も成長できるかもしれ
ない」。そう周囲に思っていただけるような、魅力と誇りに満ちたクラブづくりを、今一
度足元から見つめ直してみましょう。

「ロータリー活動に誇りを！」を胸に、
　　　未来へつなぐ仲間を増やそう
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　３カ年計画（３-year Rolling Goals）の最終年度として 2026-27年度は、2024-25年
度（五十幡年度）、2025-26年度（坂口・相原年度）から引き継がれてきた「３カ年ロー
リングゴール（３-year Rolling Goals）」の最終年度にあたります。RIが強く提唱する「継
続性」の重要性を、私たちは今、まさに形にしなければならない局面に立っています。
　会員増強や新クラブの結成は、一朝一夕に成果が出るものではありません。前年度ま
でに蒔かれた種をしっかりと育て、大輪の花を咲かせるとともに、次年度の五十嵐エレ
クト、次々年度の齋藤ノミニーへとバトンを確実につないでいく。この縦のつながり、
すなわち「継続性」こそが、クラブの基盤を強くし、地域における持続可能なインパク
トへと昇華していくのです。
　本月間においては、各クラブの皆様に以下の３つの具体的なアクションを提案いたし
ます。

１.クラブの「強み」と「誇り」の再確認
　�自クラブが地域でどのような役割を果たしてきたか、何が魅力なのかを
会員全員で話し合い、ガバナー補佐も交え共有してください。

２.多様性（DEI）を意識した新しい感性の受け入れ
　�地域の若い世代、女性リーダー、多様なバックグラウンドを持つ方々に
積極的に門戸を開いてください。新しい風が、クラブに持続可能な活力
を与えます。

３.退会防止（会員満足度の向上）への注力
　�新しい仲間を迎えることと同じくらい、今いる会員が「ここにいて良かっ
た」と思える親睦と、有意義な奉仕の機会を提供することが重要です。

　結びに
　ロータリーは、時代とともに変化を受け入れ、進化していかなければなりません。し
かし、その根底にある「超我の奉仕」の理念と、私たちが持つべき「誇り」は不変です。
　埼玉県西北部、豊かな自然と歴史に育まれたこの2570地区の40クラブが、それぞれ
の個性を活かしながら、地域社会に深く根ざした活動を展開していく。その一歩一歩が、
世界を変える大きなうねりとなっていきます。
　この８月、皆様のクラブに新たな息吹が吹き込まれ、ロータリーの未来を担う素晴ら
しい仲間との出会いがありますことを心より祈念いたします。
　「ロータリー活動に誇りを！」
今月も、共に元気に、情熱を持って活動してまいりましょう。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
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　​3 カ年計画（3-year Rolling Goals）の最終年度として 2026-27 年度は、2024-25 年度
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　�地域の若い世代、女性リーダー、多様なバックグラウンドを持つ方々に積極的に門戸
を開いてください。新しい風が、クラブに持続可能な活力を与えます。

3.​退会防止（会員満足度の向上）への注力
　�新しい仲間を迎えることと同じくらい、今いる会員が「ここにいて良かった」と思え
る親睦と、有意義な奉仕の機会を提供することが重要です。

​　結びに
　​ロータリーは、時代とともに変化を受け入れ、進化していかなければなりません。し
かし、その根底にある「超我の奉仕」の理念と、私たちが持つべき「誇り」は不変です。
​　埼玉県西北部、豊かな自然と歴史に育まれたこの 2570 地区の 40 クラブが、それぞれ
の個性を活かしながら、地域社会に深く根ざした活動を展開していく。その一歩一歩が、
世界を変える大きなうねりとなっていきます。
​　この 8月、皆様のクラブに新たな息吹が吹き込まれ、ロータリーの未来を担う素晴ら
しい仲間との出会いがありますことを心より祈念いたします。
　「ロータリー活動に誇りを！」
　今月も、共に元気に、情熱を持って活動してまいりましょう。どうぞよろしくお願い
申し上げます。
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　地区では、戦略計画優先項目
（2024-2027）を作成しました。
１．�ロータリークラブの支援
　　（�戦略計画立案サポート、　　

定款細則の見直し推進ほか）
２．ロータリー財団への支援と活用
３．公共イメージの向上
４．ラーニング（学習機会の拡大ほか）
５．�地区のガバナンス
　　（地区組織、運営の効率化、合理化ほか）
　この「地区戦略計画　優先項目」に沿い、以下の活
動を行っていきます。
①�地区の運営が共通の認識を持って健全で、より発展
的に行われるように地区運営マニュアルを作成する。

②「クラブ戦略計画」の立案をサポートする。
③「My Rotary」の活用を推進する。
④�地区リーダーであるガバナーエレクト、デジグネー
トのスムースな選出を行うシステムを構築する。

元気な、強いクラブを創ろう！

　RLI（Ro ta r y  Leade r sh i p 
Institute）ロータリー・リーダー

シップ研究会は、ロータリアン⼀⼈ひとりの⾃主性と
リーダーシップを育み、クラブの活性化につなげるた
めの国際ロータリー推奨の研修プログラムです。セミ
ナーはディスカッション形式で⾏われ、ロータリーへ
の理解を深めるとともに、他クラブの会員との交流を
通じて新たな学びや気づきを得ることができます。
　3回（Part Ⅰ～Ⅲ）の受講修了後は、ファシリテー
ター（FT）資格取得への道が開かれ、クラブの⼈材
育成にも貢献できます。
　原島ガバナー年度は 9⽉ 19 日・11 ⽉ 7 日・12 ⽉
19 日に本庄早稲⽥国際リサーチパークで開催し、2
⽉ 13 日には FT養成セミナーを開催いたします。
　会⻑エレクトや幹事予定者、クラブ役員、5年未満
の新会員など、多くの皆様のご参加をお待ちしており
ます。RLI で得た学びと仲間とのつながりを、それぞ
れのクラブの活性化につなげ、「元気な、強いクラブ
づくり」をともに進めていきましょう。

　今まで「危機管理」というと青
少年交換プログラムに関する危機
管理に重きが置かれていました
が、昨今では、社会の変化や人々

の意識変化を受けて「好ましくない事態の全て」が発
生した事態のことを「危機」と定義付けています。
　ロータリー活動で危機を想定しておくべき事業として、
　・社会奉仕活動…地域での奉仕活動
　・�青少年交換プログラム…インバウンド、アウトバ

ウンドの交換留学事業
　・�インターアクト…高校生（アクター）の社会奉仕

活動
　・ローターアクト…18歳以上の社会奉仕活動
　・R財団及び米山奨学生…奨学生に対する対応
などがあげられます。関係するすべての人が安全かつ
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そのもとで、当委員会はロータリーの活動における「危
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地区戦略計画委員長
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水村雅啓
危機管理委員長
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ＲＬＩ委員長

■ 行田さくらRC
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RID2570

2029–30年度
ガバナー候補者推薦のお願い

　日頃、ロータリー活動にご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
　さて、2025–26年度の地区決議により、2029–30年度ガバナーを地区指名委員会
の手続きによって選出することが決議されています。2029–30年度ガバナーの推薦
を各クラブでご協議いただき、ガバナー候補者のご推薦をお願い申し上げます。

ガバナー候補者について
１.所属クラブ理事会の承認を得ていること
２.過去に所属クラブの会長を経験していること
３. RI.、地区、クラブを尊重して活動をしていただけること

※候補者が複数の場合には選挙になる場合もあります

申込方法／申込締切について
申込方法：�推薦届出書にて地区指名委員会宛の上、�

第2570地区地区事務所へメールまたはFAXで送付
申込締切：2026年10月８日㈭

国際ロータリー2570地区
2026–2027年度　ガバナー　　　　　原島　生慈
2026–2027年度　指名委員会委員長　水村　雅啓
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　国際ロータリー第2570地区2026-27年度の幕開けに
際し、年度始め合同役員会議を東松山紫雲閣にて開催
しました。
　当日は各諮問委員と今年度の地区役員125名に参加
して頂きました。冒頭、コンディションを整えた原島
ガバナーの点鐘が始まりました。
　主な次第と内容は下記のとおりです。

次 第

１．原島ガバナーより
　①あいさつと年度方針
　②ガバナー補佐体制の再編
　③職業奉仕の位置づけ
　④地区役員の皆様へ
　　クラブへの寄り添いと信頼関係の構築
　⑤RIの動向

２．五十幡ラーニング委員長より
　　①新会員セミナーの開催（３年未満）
　　　2026年８月１日、2026年11月１日

３．�直前ガバナー及び前年度地区幹事への
　　　　　　　　　　　感謝と記念品の贈呈

４．�基調講演

　　　　国際ロータリー第2620地区
　　　　　　パストガバナー　髙野孫左ヱ門様

　髙野孫左ヱ門様の講演はロータリーの不変の価
値観と時代に応じて変化してきた仕組について説
明され、クラブの持続的な活性化に向けた具体的
な示唆に富むものでありました。本講演は地区役
員及び各クラブが自らの役割を見つめ直し、クラ
ブ主体の運営を進めるための重要な指針となるも
のでした。

地区幹事

太田雅孝
■秩父RC

五十幡和彦
ラーニング委員長

相原茂吉
直前ガバナー

20262026––2727
年度始め合同役員会��開催��年度始め合同役員会��開催��7/47/4

小埜和也
国際大会推進委員会

副委員長

島田憲一
地区大会

実行委員長

山根益男
ロータリーの友
地区代表委員

新井啓介
RLI委員長

講評    髙丹秀篤
副ガバナー

講演の骨子
ロータリーの不変の価値観と変化する仕組み
ロータリー会員像　クラブの役割
クラブの体験価値と例会の質向上
クラブの代表的なプロジェクトと
　　　　　　ストーリーテリングの重要性
クラブ活性化や会員定着のための関わり方と
　　　　　　リーダーの役割
クラブのタイプと改善の方向性
社会変化と地域福祉の視点

「はじめの100ヶ月」ビジョンの
　　　　　　ロータリーへの応用
研修の継続性と情報のアップデート
３年計画と「GROW ROTARY」
会員選考と多様性
具体事例と外部に開かれた視点

５．国際大会の現況報告
　　小埜和也国際大会推進委員会副委員長
６．地区大会と記念ゴルフ大会のご案内
　　島田憲一地区大会実行委員長
７．ロータリーの友からのお願い
　　山根益男地区代表委員
８．RLI委員会からのお願い
　　新井啓介委員長
９．ガバナー月信からのお願い
　　井上豊月信委員長
10．講評
　　髙丹秀篤副ガバナー

　上記のとおり、年度始めの合同会議を終了しました。
　2026-27年度一年間宜しくお願い致します。

『基調講演』『基調講演』RI2620地区RI2620地区
パストガバナーパストガバナー

髙野孫左ヱ門 氏髙野孫左ヱ門 氏
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「会員増強月間」の取組について（お願い）

1．各クラブの会員増強目標「最低 1名」の設定について
　各クラブに「会員増強目標を最低 1名」設定いただきたく存じます。
　会員増強活動は、候補者探しだけを指すものではありません。
　・クラブの魅力（活動内容、役割、学びの場）を具体的に言語化すること
　・入会後のイメージが共有できるよう、候補者の関心や価値観に合わせて案内すること
　・適切なタイミングで、推薦から入会までの流れを組み立てること
　これらが揃ってこそ、スムーズな活動につながると思います。
つきましては、今月は次の点を特に意識して進めてください。
（1）候補者の棚卸し（地域の人材、関係者、これまで接点のあった方など）
（2）働きかけの担当者と期限の明確化（「誰が・いつ・何をするか」）
（3）例会や行事への段階的な参加案内（“まず見に来る” から始める工夫）
（4）入会手続きやクラブ生活（例会・委員会・奉仕）の説明準備
目標は最低 1名ですが、達成に向けて一つずつ積み上げていただければ幸いです。

2．退会者防止のための「検討会」実施のお願い
　会員増強と同様に、退会者防止は最優先の課題です。新しい方を迎えるだけでは、結果が安定しません。継続
して “安心して在籍し続けられるクラブ” を整えることが、結果として会員増強にも直結します。
　そこで 8月中に、各クラブで「退会者防止のための検討会」を実施いただきたくお願い申し上げます。
　検討会では、過度に難しい議論にせず、まず現状を共有することを中心に進めてください。例えば、下記の観
点が参考になります。
・近年の退会理由（傾向）の整理と、要因の見える化
・例会・委員会活動への参加状況の確認（負担感の有無）
・情報共有、役割付与、フォロー体制の現状把握
・新会員の受け入れ（フォロー、声かけ、相談の導線）の改善点
・クラブとしての “期待” と “支援” のバランス確認
　検討会の成果は、紙に残すことよりも、次の行動を決めることにあります。短時間でも構いませんので、改善
策を 1つ以上決め、実行に移してください。

3．皆様へのお願い（現場の力が鍵です）
　会員増強は、理念を語るだけでは前に進みません。日常の会話の中で「ロータリーが自分の力になる」「人と関
わりながら学べる」と伝えることが大切です。
　どうぞ候補者には “温度感のある案内” を、在籍会員には “安心できる居場所づくり” を、それぞれ丁寧にお願
いします。

4．結び（参加協力のお願い／支援のお礼）
　8月の会員増強月間は、各クラブの取り組みが地区全体の成果へとつながる大変重要な期間です。各クラブに
おかれましては、会員増強目標最低 1名の設定、ならびに退会者防止のための検討会実施に、何卒ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　本件の推進にあたり、皆様のご尽力に心より感謝申し上げるとともに、地区としてもできる限りの支援を行っ
てまいります。引き続き、参加と行動によるご協力をお願い申し上げます。

　会員各位、ならびに各クラブご担当の皆様におかれましては、平素
より会員増強にご理解、ご協力をを賜り、心より御礼申し上げます。
さて、8月は「会員増強月間」です。地域に根差した奉仕を継続し、
クラブの活力を次の世代へつなぐためにも、今月は各クラブが一丸と
なって行動に移すことが求められます。
　会員増強は “担当者だけの仕事” ではなく、クラブ全体で取り組む
べき重要事項です。改めて、8月の取り組みについて下記のとおりお
願い申し上げます。

会員増強委員長

山田哲也
■ 川越RC
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黒澤路生
（飯能RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月3日
埼玉りそな銀行飯能支店
支店長
1974年8月20日
中里昌平

新会員紹介 New Member Introduction

入  2026年5月19日
勤  損害保険ジャパン㈱埼玉支社
役  支社長
生  1977年2月1日
紹  岩堀和久・新井俊宏

小久保智紀
（川越RC）

荒木和之
（川越RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月2日
埼玉りそな銀行 川越・川越南支店
支店長
1975年9月5日
小谷野和博・山田禎久

中野健一郎
（川越RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月2日
㈱三井住友銀行 埼玉西法人営業部
部長
1977年8月20日
岩堀和久・神谷 勉

大森雄一朗
（川越西RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月2日
(株)アズライフ
代表取締役
1981年8月7日
荻野敦史

喜舎場 康太
（坂戸RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月2日
有限会社マルキ木工
代表取締役
1988年3月11日
小峯哲也

高橋浩美
（東松山むさしRC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月2日
㈱シバタスペース
取締役会長
1963年8月11日
鯨井美知子

戸髙健司
（新座RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
(有)アートストン
代表取締役
1967年8月16日
森克己・森田輝雄

仁科成実 
（川越中央RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月11日
㈲仁科観光
顧問
1963年5月31日
田中秀樹・橋本直哉

小島　武
（新座RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
社会医療法人堀ノ内病院
院長
1939年10月18日
森克己・森田輝雄

神保 英津子
（入間RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月28日
神保英津子税理士事務所
税理士
1968年8月31日
奥冨茂生

安藤和雅
（鶴ヶ島RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
㈱三和ハウジング
代表取締役
1984年4月16日
加藤拓

山田一郎
（新座RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
㈱ラフォーレ
代表取締役
1947年1月17日
森克己・森田輝雄

大河内 修治
（入間RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月28日
埼玉りそな銀行入間支店
支店長
1978年2月17日
齋藤栄作

荘発盛
（鶴ヶ島RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
尚美学園大学
大学教授
1972年9月19日
森治高央

鵜頭 誠
（志木RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
㈱エリア・パブリック・コンサルティング
代表取締役
1982年5月19日
國分学・西川和人

加藤涼聖
（新座RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
宗教法人智遍寺
代表役員住職
1977年9月13日
森克己・森田輝雄

奥井利幸
（鶴ヶ島RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
㈱奥井組
代表取締役会長
1954年4月21日
佐々木龍児

井口隆志
（志木RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
(株)山三電業
代表取締役
1970年11月17日
神山昌之・金剛光裕

鹿毛利久
（新座RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
㈱セレモニーメモリー
代表取締役
1977年6月24日
森克己・森田輝雄
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亀山　豊
（新所沢RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月7日
亀山空調設備㈱
代表取締役
1971年3月11日
國分義明

千島宏喜
（秩父RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月7日
三国建設㈱
代表取締役社長
1966年2月22日
金子展明・明石勤

麓友樹
（熊谷南RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月1日
第一生命保険株式会社熊谷第一営業オフィス
営業部長
1982年6月7日
鈴木聡・川岸勝

小島久幸
（行田RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月2日
行田棚田町郵便局
局長
1968年7月24日
清水龍男・大野年司

本田晃一
（飯能RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月3日
武蔵野銀行飯能支店
支店長
1975年9月29日
森健司

藤井義信
（本庄RC）

入

勤

役

生

紹

2026年4月2日
有限会社ふじ井

1975年12月4日
藤井仁・渋澤健司

清水耕作
（寄居RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月8日
㈱ lunlun
代表取締役
1994年2月10日
荻野真仁・下条誠

野村泰豪
（熊谷RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月15日
ノムラ㈱
代表取締役社長
1961年2月12日
小林肇・石山洋一

内川定一
（本庄RC）

入

勤

役

生

紹

2026年4月2日
㈱ウチケン
代表取締役
1955年1月14日
坂本雄一・渋澤健司

新井大輔
（秩父RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月19日
日本生命相互会社秩父営業部
営業部長
1982年11月11日
関口光英

野村幸兵
（所沢RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月9日
大和証券株式会社所沢支店
支店長
1979年10月15日
五十嵐俊昭

森田耕平
（本庄RC）

入

勤

役

生

紹

2026年4月2日
第一生命保険株式会社埼玉中央支社本庄営業オフィス
営業部長
1995年2月3日
鈴木祐介・渋澤健司

田中健一
（秩父RC）

入

勤

役

生

紹

2026年5月19日
㈱埼玉りそな銀行秩父支店
支店長
1974年5月14日
関口光英

中平泰弘
（所沢RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月9日
明治安田生命相互会社所沢支社
支社長
1967年5月16日
倉片順司

高橋秀明
（本庄RC）

入

勤

役

生

紹

2025年8月7日
㈱高橋設備
代表取締役
1972年7月2日
間正良昭・渋澤健司

武藤貴洋
（秩父RC）

入

勤

役

生

紹

2026年7月7日
㈱電成社秩父支店
取締役支店長
1968年11月12日
新井高広

どうぞよろしく ! ! 新会員紹介

山内　圭
（所沢RC）

入

勤

役

生

紹

2026年6月2日
埼玉りそな銀行所沢支店
支店長
1976年9月5日
池田安弘・三上誠
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PHF ポール・ハリス・フェロー

MD メジャードナー

MPHF マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山 米山功労者

PHS ポール・ハリス・ソサエティ

米山Ｍ 米山功労者マルチプル

BF ベネファクター

米山ＭＤ 米山功労者メジャードナー

表彰 Award Collection

島 村 拓 史
（川越RC）

MPHF ×2

福 山 健 朗
（川越小江戸RC）

PHS ×1

鈴 木 　 忍
（志木RC）

米山 ×1

川 岸 　 勝
（熊谷南RC）

BF ×1

田 邉 弘 司
（行田さくらRC）

米山Ｍ ×3

宮 原 俊 介
（志木RC）

米山Ｍ ×3

関 谷 永 久
（入間RC）

PHF ×6

細 井 保 雄
（行田さくらRC）

米山ＭＤ ×29

田 中 秀 和
（行田さくらRC）

米山 ×1

白 井 義 尊
（志木RC）

米山 ×1

奥 澤 直 人
（羽生RC）

PHF ×1

丑久保 紀美
（行田さくらRC）

米山 ×1

高 橋 　 良
（志木RC）

米山 ×1

鈴 木 　 聡
（熊谷南RC）

MPHF ×2

五十幡和彦
（行田さくらRC）

米山ＭＤ ×12

長 島 　 豊
（行田さくらRC）

米山 ×1

橋 本 祐 一
（行田さくらRC）

米山 ×1

羽 鳥 英 樹
（行田さくらRC）

米山 ×1
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訃報 Obituary
永年にわたるロータリーへのご尽力に感謝し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

【逝去】 2026年5月26日
　　　（享年97歳）

【入会】 1974年1月12日
【在籍】 52年
【役職】 クラブ会長他

【逝去】 2026年5月12日
　　　（享年80歳）

【入会】 2004年7月2日
【在籍】 22年
【役職】 深谷東RC 会長(2011〜2012)

強谷幸雄（秩父RC）武井 彰（深谷東RC）
【逝去】 2026年6月2日
　　　（享年81歳）

【入会】 1992年5月
【在籍】 34年
【役職】 クラブ会長

吉田武明（飯能RC）
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8 月 August

1（土） 財団第 1 回オリエンテーション
入会 3 年未満 WSL

7（金）【公式訪問】熊谷

8（土） 行動計画推進セミナー

19（水）【公式訪問】鶴ヶ島

20（木）【公式訪問】坂戸

23（日） 青少年交換開講式（第 1 回オリエンテーション）

25（火）【公式訪問】入間南

26（水）【公式訪問】飯能 / 日高

27（木）【公式訪問】入間

28（金）【公式訪問】新狭山 / 狭山中央

9 月 September

1（火）【公式訪問】吹上

2（水）【公式訪問】坂戸さつき ( 夜 )

5（土） 財団セミナー
社会奉仕委員会セミナー

7（月） ガバナーエレクト・ラーニング・セミナー
（GELS）（神戸）8（火）

10（木）【公式訪問】東松山 / 東松山むさし ( 夜 )

15（火）【公式訪問】朝霞

17（木）【公式訪問】川越小江戸／川越西

18（金）【公式訪問】富士見

19（土） RLI part Ⅰ

20（日） 青少年交換帰国報告会
( 第 2 回オリエンテーション )

27（日） 米山梅吉記念館研修旅行
( 米山梅吉翁お墓参り )

29（火）【公式訪問】行田さくら

会員数 スケジュール
【2026 年 6 月】

ガバナー月信 8月号　2026-2027年度　Vol.2
2026年8月10日発行

国際ロータリー第2570地区　地区事務所
〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号
　　　　　 　　ガーデンホテル紫雲閣内

［TEL］ 0493-21-2570　［FAX］ 0493-21-2571
［mail］ d-office@mail.rid2570.gr.jp
［Web］ https://rid2570.gr.jp

[ガバナー月信編集委員会] 委員長：井上　豊　副委員長：金子展明
　　　　　　　　　　　　　委員：宮前　勉　浅見　徹　橋本和也 

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会員数

２
０
２
５
年
度
初
め

２
０
２
６
年
６
月
末

対

年

初

増

減

女
性
会
員

２
０
２
６
年
６
月
末

Ｍ
ｙ
Ｒ
Ｃ
登
録
率
％

第
１
南

川 越 103 100 -3 5 51 
川 越 小 江 戸 14 14 0 2 50 
川 越 西 31 37 6 7 49 
川 越 中 央 23 22 -1 0 36 

第
１
北

東 松 山 23 20 -3 1 100 
小 川 4 3 -1 1 0 
坂 戸 31 33 2 1 30 
越 生 毛 呂 7 7 0 1 1 
鶴 ヶ 島 29 30 1 2 64 
坂 戸 さ つ き 18 20 2 4 60 
東松山むさし 33 34 1 3 38 
小　計 316 320 4 27 44 

第
２

朝 霞 22 22 0 2 50 
志 木 48 50 2 5 58 
富 士 見 40 40 0 0 42 
新 座 25 26 1 3 23 
和 光 4 5 1 1 80 
新 座 こ ぶ し 10 10 0 3 70 
小　計 149 153 4 14 54 

第
３
西

入 間 39 40 1 2 46 
飯 能 68 67 -1 2 42 
日 高 22 24 2 4 35 
新 狭 山 12 12 0 0 92 
入 間 南 39 45 6 1 55 
狭 山 中 央 19 18 -1 5 37 

第
３
東

所 沢 68 67 -1 6 32 
新 所 沢 19 18 -1 2 63 
所 沢 西 37 38 1 4 31 
所 沢 東 47 47 0 2 30 
小　計 370 376 6 28 46 

第
４
東

深 谷 56 61 5 13 43 
岡 部 19 20 1 2 70 
深 谷 東 74 70 -4 0 34 
深 谷 ノ ー ス 28 30 2 5 48 

第
４
西

本 庄 97 111 14 12 28 
秩 父 54 52 -2 1 52 
寄 居 34 33 -1 1 68 
皆 野・ 長 瀞 8 7 -1 0 29 
小　計 370 384 14 34 46 

第
５
西

熊 谷 97 95 -2 3 49 
熊 谷 西 6 6 0 0 33 
熊 谷 籠 原 27 26 -1 0 41 
熊 谷 南 26 25 -1 2 60 

第
５
東

行 田 52 52 0 5 17 
羽 生 36 42 6 4 19 
加 須 22 24 2 1 13 
行 田 さ く ら 52 47 -5 4 67 
吹 上 5 5 0 0 80 
小　計 323 322 -1 19 42 

地区 合　計 1,528 1,555 27 122 42 

※新年度のグループ編成に伴いクラブ掲載順を変更しています。
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